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要 旨 ペ ル テ ス 病の 治療 は 関節機能 を保 ち な が ら 骨頭の修復 を促進 さ せ， 変形 を 防止す る こ と

で あ る . Ca tterall 111， IV型の分節期 ま での症例 に 対 し て適切な containment を 得 る 目 的 で観血的手

術 を 施行 し た 1 0 年以上経過観察で き た 19 例 19 関節 を対象 と し た 手術時年齢 は平均 6 歳 1 1 か

月 ， 経過期聞 は平均 13 年 1 か月 であ っ た ー (減捻) 内反骨切 り 術 4 関節， 合併手術 15 関節であ っ た .

X 線学的治療成績の判定 に は ， Mose 法， AHI， ATD を 用 い て 計測 し 当 科の 点 数表示評価 お よ び

StuJb巴rg 分類 に よ る 治療成績 を調査 し ， 発症年齢， 病型， head at risk sign ( HAR sign) お よ び

lateral subluxation ratio (LSR) な ど と の関連か ら 手術適応 を検討 し た X 線学的評価で良好例 15

関節 (79%) であ っ た . Stulberg 分類で は 良好例 16 関節 (84%) であ っ た . 発症年齢が 7 歳以下の症例

は 良好な成績で あ っ た . HAR sign 3 個以上， LSR が l . 4 以上 は経過不良の傾向が見 ら れた

は じ め に

ペノレ テ ス 病の 治療の 目 的 は， 関節機能 を保ち な

が ら 骨頭 の修復 を 促進 さ せ， 変形 を 防止す る こ と

で あ る Catterall 1 ) III ， IV型では 予後不良 と な る

症例が多 く 認め ら れ る 当科では Catterall III ， IV 

型 の 分節 期 ま での 症 例 に 対 し て適切 な contain

ment を 得 る 目 的で観血的手術 を 施行 し た 術後

10 年以上経過 し た 症例の 臨床成績 を評価 し ， そ の

適応 を検討 し た の で報告す る

対象 と 方法

1984 年以後， 当科で Catterall 1II， IV型の分節

期 ま での症例 に 対 して観血的手術 を 31 例 31 関節

に 施行 し た . そ の う ち 1 0 年以上経過観察 で き た

19 例 19 関 節 (男 性 18 例 1 8 関 節， 女 性 l 例 1 関

節) を 対象 と し た . 手術時年齢 は 3 歳 6 か 月 �11

歳 2 か 月 (平均 6 歳 1 1 か 月 ) であ っ た . 経過期間 は

10 年�17 年 2 か月 (平均 1 3 年 6 か月 ) であ っ た ー

Catterall 分 類 で は CatteraIl III 型 が 1 3 例，

Catterall IV型が 6 例 で あ っ た . 施行 し た 手 術 は

(減捻) 内 反 骨切 り 術 4 関節， (減捻) 内 反 骨 切 り

術+ Salter 骨切 り や町 15 関節であ っ た

評価 と して X 線学的治療成績の判定 に は， 骨頭

の球形成 の 評価 は Mose 法， 骨頭 の 求 心性 に は

AHI ， 骨 頭 頚 部 と 大 転 子 の 発育 状 態 の 程 度 は

ATD を 用 いて計測 し ， 当 科の点数表示評価 を 用

い ， 10�8 点 を優， 7�5 点 を 良， 4�2 点 を可の 3

段階で評価 し た3) (表 1 ) こ れ ら の成績 を ペル テ ス

病の予後 を左右す る 発症年齢， head at risk sign 

(HAR sign) お よ び lateral subluxation ratio 

(LSR) ， Catterall 分類， 手術手技 な ど と の関連 を

調べ， さ ら に Stult】erg 分類叫こ よ る 治療成績 を調

査 し ， 手術適応 を検討 し た .

結 果

X 線学 的 評価 で 総 合 成績 に お い て 優 が 10 関

節， 良が 5 関節， 可が 4 関節で あ っ た 19 関節中
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